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ふしぎがいっぱい（３年） 「花のさいたあと」番組利用案

筑波大学附属小学校 白岩 等

【単元のねらい】

植物の育ち方には、種子から発芽し子葉が出て、葉が茂り、花が咲き、花が果実になっ

た後は個体は枯死するという一定の順序があることをとらえさせる。

【番組の利用にあたって】

本番組は花が咲き終わった後にこの後どうなるかという場面で視聴させると有効である

と考える。そのことによって児童は実や種のできる場所、でき方等に興味・関心をもって

実際の観察に入っていけるのではないだろうか。

○：学習活動 ◇：支援 ◆：番組 ■：クリップ ▲：ワークシート

次 時 学習活動 教師の支援

第

１ 植物はとれくらいそだっているだろうか。

次

１ 観察１ ◇これまで観察してきた記録と比較し

花 ○ホウセンカ、ヒマワリがどのくらい育 ながら観察させるようにする。

が ってきているか観察する。 ◇観察の視点を明確にする。

さ ・草丈がびっくりするくらい高くなって ◇高いところを観察するときは踏み台

い いた。 等を利用し安全には十分な留意する。

た ・ぼくの顔より大きい葉がある。

・茎が太くしっかりしている。

・花がずいぶん咲いてきた。

植物は、草丈、葉等が成長し大きく育てきている。茎の先には花が咲いてい

る。

２ 花はどんな様子で咲いているか調べてみよう。

観察２

○ホウセンカやヒマワリの花の咲き方や ◇花の形、大きさ、咲き方、咲いてい

咲いている様子を観察する。 る日数などについて調べるよう助言す

・ホウセンカのつぼみは昆虫のさなぎみ る。

たいな形をしている。 ◇ヒマワリの花の大きさはひもや棒、

・ヒマワリの花は全体が丸い形をしてい 紙テープなどを用いて計測させる。

る。中のつぶつぶは種になるのかな。

植物は成長するにつれ、つぼみができ、それが開いて花になる。花はそれぞ

れ植物によって特徴がある。
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第 ○このあと花はどうなるか話し合う。

２ ３ ・そのまま枯れてしまうかも。 ◇花が咲いた後どのような変化が見ら

次 ・このあと、きっと実ができると思う。 れるか大いに期待感を持たせるように

・まいた種と同じ種ができるのかな。 する。

実

が ◆『花の咲いたあと』を視聴する ◇花の咲いた後、種がどの辺にできる

で のか、どういう形でできるのか、先ほ

き どの予想をもとに視聴させ、今後の観

る 察の見通しを持たせる。

こ

ろ 花が咲いたあとの様子を観察しよう。

観察３ ▲種の観察（観察記録）

○花が咲き終わった後のホウセンカやヒ ◇種の数を数える活動は是非取り入れ

マワリの様子や種の様子を観察する。 たい。

・花が枯れた後に種がたくさんできてい ◇巻いたときの種を準備しておきでき

る。 た種と比較させたい。

・ホウセンカの種は実の中に隠れてい ◇種は風通しのよい日陰で十分乾燥さ

る。 せてから袋にしまわせる。

・形も大きさもまいた種と似ているね。 ■ヒマワリの花と種

花が咲いた後植物は枯れるが、実ができ種ができる

４ 種をまいてから、実ができるまでどのような育ち方をしてきたのだろうか。

○観察記録をもとにホウセンカやヒマワ ◇日付の順に、順序よく並べさせねこ

リの成長過程を振り返って、育ち方につ れまでの活動を振り返らせる。

いて話し合う。 ◇絵本、新聞、紙芝居等の形にまとめ

・ホウセンカもヒマワリも芽が出て葉の ることも考えられる。

数を増やしながら大きくなっていった

ね。 ■スイカの花と実

・ヒマワリもホウセンカも根・茎・葉か ■タマネギの花と種

らできているね。

植物の育ち方には、種から芽を出し、成長し、花を咲かせるという共通の

成長順序がある。


